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研究・研修課題名 

体外循環（ECMO・人工心肺）・補助心臓の技術向上および、人工心

臓管理技術認定士・体外循環技術認定士取得のためのセミナー参

加 

研究・研修組織名（所属） 体外循環・人工心臓研修（MEセンター） 

研究・研修責任者名（所属） 明穂一広（MEセンター） 

研究・研修実施者名（所属） 
明穂一広、梅田宏幸、長谷川竜馬、岡田直之、石飛翔吾、山本優

葉（MEセンター） 

 

成果区分 
□学会発表 □論文掲載 □資格取得 ■認定更新 □試験合格 

■単位取得 □その他の成果（                             ） 

該当者名(所属) 明穂一広、梅田宏幸、長谷川竜馬、岡田直之、石飛翔吾、山本優

葉（ME センター） 

学会名(会期・場所)、認定名等 体外循環技術認定士、人工心臓管理技術認定士 

演題名・認証交付元等 日本人工臓器学会、日本胸部外科学会、日本心臓血管外科学会、

日本体外循環技術医学会 

取得日・認定期間等  

診療報酬加算の有・無 □加算有（                ） ■加算無 

 

目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

日本胸部外科学会・日本心臓血管外科学会・日本人工臓器学会・日本体外循環技術医学会では「医 

師の指示のもとで行う人工心肺等の体外循環装置を操作するための技術を有する能力」を評価する目 

的で体外循環技術認定士制度を設置している。人工心臓管理技術認定士認定試験は、「医師の指示のも

とで行う(補助)人工心臓症例の管理に関する技能・知識を有する能力」を認定するものです。今回は

体外循環技術認定士・人工心臓管理技術認定士取得・維持を目的にしている。 

 

②方  法 

日本体外循環医学会が主催する教育セミナー、日本人工臓器学会が主催する教育セミナーを受講する。 

 

③成  果 

現在、日本胸部外科学会・日本心臓血管外科学会・日本人工臓器学会・日本体外循環技術医学会では、

心臓血管外科基幹病院認定機関の条件が「体外循環技術認定士 1 名以上」となっており、当院では現

在 3 名が該当している。小児心臓血管外科の開設により、体外循環の症例数は、倍以上に増加してお

り、体外循環認定士による安全な体外循環の施行が求められてきている。TAVI など高度な手術の対応

を求められている。その為、体外循環認定士を増やすため、人工臓器学会教育セミナーに 2 名、日本

体外循環技術医学会主催の教育セミナーに 3 名が参加した。本年度は認定士試験がコロナの関係で来

年度に延期された為に、受験は行っていません。 

 今後、体外循環認定士を順次増やすために、セミナーの受講を計画的に行っている。人工心臓管理

技術認定は、5年毎の更新が必要な為に単位取得を行った。 

今後は体外循環用のデバイスであるインペラ補助循環用ポンプカテーテルに使用に際して、体外循環

認定士の資格が必要になる。人工心肺、ポンプカテーテル、人工心臓など体外循環を安全に適切に使

用するために、技術と知識の向上を目指して行きたいと考えている。それに加え新人教育にも重点を
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置き次世代の育成に力を入れていきたい。 

 また、COVID-19 では、ECMO を使用して重症者には対応する必要がある。しかし、ECMO の操作・管理

には多くの知識と経験が必要であり、当院でも 3 名の臨床工学技士のみが操作・管理を行っている。

症例数が少ない中で、技術と知識を身につけるために、今後も積極的にセミナーに参加する必要があ

ると考えている。 

 

 受験必要単位取得人数 更新中 

体外循環認定士 2 3 

人工心臓管理技術認定士  （症例数不足により失効） 

 


